
                                  

 

 

                                    

                                    

                                    

第 215号 

平成 29年 8月 1日 

宇都宮市立 

中央図書館 

東図書館 

南図書館 

上河内図書館 

河内図書館 

音訳校正指導員 

松川 展子 

本
を
読
む
、
そ
れ
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
好
き

な
作
家
、
あ
る
い
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
面
白

い
も
の
を
持
つ
等
、
あ
ま
り
構
え
る
こ
と
な
く
接

し
て
い
た
こ
と
で
し
た
。 

し
か
し
、現
在
、
図
書
館
の
お
手
伝
い
と
し
て
、

視
覚
障
碍
者
の
方
々
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
分
野
の
本
と
出
合
う
こ
と
で
、
新
し
い

世
界
に
も
触
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
内
容
ば

か
り
で
は
な
く
、
音
読
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
音

と
し
て
の
美
し
い
言
葉
、
表
現
の
繊
細
さ
等
、
目

読
し
て
い
た
時
に
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
日
本

語
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。 

 
 

月
一
回
の
読
書
会
で
は
、
古
文
と
現
代
文
を
音

訳
グ
ル
ー
プ
の
方
々
と
一
緒
に
学
び
、
同
じ
感
動

を
共
有
し
、
時
の
流
れ
は
あ
っ
て
も
、
人
の
心
に

あ
る
感
情
、
表
現
と
い
う
も
の
は
、
あ
ま
り
変
わ

り
の
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
伝
え

る
日
本
語
の
微
妙
な
表
現
、
美
し
い
言
葉
遣
い
は

誇
り
を
持
っ
て
大
切
に
残
し
て
い
き
た
い
も
の

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
音
読
す
る
こ
と
で
美

し
い
日
本
語
の
発
見
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

日
本
語
の
美
し
さ 

第
215
号
の
主
な
記
事 

１
面 

祝
！
南
図
書
館
来
館
者
400
万
人
・
読
書
生
活 

２
面 

南
図
書
館
来
館
者
400
万
人
達
成
！
・
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル 

平
和
へ
の
祈
り
・
ぶ
ら
り
さ
ん
ぽ 

３
面 

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
あ
れ
こ
れ
・
調
べ
方
の
ツ
ボ 

４
面 

し
せ
つ
め
ぐ
り
：
第
３
回
宇
都
宮
城
址
公
園
・
清
明
館 

 平成２３年の開館以来、南図書館の

来館者が４００万人を達成しました。 

            （詳細は２面に） 

 

↑ 

400
万
人
目
の
来
館
者
に
よ
る
、
記
念

の
く
す
玉
割
り
。
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は

み
な
み
ち
ゃ
ん
も
登
場
！ 

  南図書館長から記念の認定証を 

↓ 贈呈しました。 

 

 

 



                                    

                                    

                                    

                                    

正
門
か
ら
入
る
と
そ

こ
は
異
国
に
足
を
踏
み

入
れ
た
よ
う
な
庭
園
が

広
が
り
、
噴
水
の
音
が

静
け
さ
を
引
き
立
て
て

く
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
四
季
折
々
の

花
が
咲
い
て
お
り
、
季

節
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

昭
和
20
年
7
月
12
日
深
夜
、
市
内
に
大
空
襲

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
を
「
宇
都
宮
市
平

和
の
日
」
に
、
7
月
12
日
か
ら
終
戦
記
念
日
で

あ
る
8
月
15
日
ま
で
を
「
宇
都
宮
市
平
和
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。 

 
 

そ
れ
に
あ
わ
せ
、
市
内
の
5
図
書
館
で
は
、「
平

和
っ
て
な
に
？
～
戦
争
を
知
っ
て
平
和
を
考
え
よ

う
～
」
と
題
し
た
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
資
料
の
展
示
と
ブ

ッ
ク
リ
ス
ト
の
配
布
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
８
月

５
日
に
は
中
央
図
書
館
で
映
画
会
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
機
会
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

   

 

○
平
和
資
料
コ
ー
ナ
ー
開
設 

 

期
間 

7
月
12
日
（
水
）
～
8
月
15
日
（
火
） 

 
 
 
 

※
休
館
日
を
除
く 

 
会
場 

市
内
5
図
書
館 

○
平
和
月
間
映
画
会 

 

日
時 
8
月
5
日
（
土
） 

第
1
部
（
子
ど
も
向
け
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分 

第
2
部
（
一
般
向
け
） 

 
 

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分 

 

会
場 

中
央
図
書
館 

 

 

定
員 

各
回
先
着
80
名 

大
き
な
鯉
や
鴨
が
泳

ぐ
大
池
を
過
ぎ
る
と
、

日
本
庭
園
が
広
が
り
ま

す
。
木
々
の
緑
に
包
ま

れ
な
が
ら
進
む
と
県
立

博
物
館
が
あ
り
ま
す
。 

 

外
周
は
約
１
㎞
あ
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
楽
し
む
人
の

姿
も
あ
り
ま
す
。 

 

園
内
に
は
ベ
ン
チ
が

多
数
あ
る
た
め
、
自
然
に

包
ま
れ
な
が
ら
読
書
を

楽
し
む
に
は
、お
す
す
め

の
場
所
で
す
。 

 

栃木県中央公園を散歩 

（中央図書館近辺） 

 

南
図
書
館
は
、「
多
様
な
市
民
が
集
い 

宮
っ
こ 

を
育
む
複
合
拠
点
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
平

成
23
年
７
月
16
日
に
開
館
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
以
来
、
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
こ
の
た
び
、
６
月
20
日
（
火
）
に
来
館
者

が
4００
万
人
を
達
成
し
、
記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

4００
万
人
目
の
来
館
者
と
な
っ
た
、
中
西
悠
（
な

か
に
し
は
る
か
）
さ
ん
５
歳
と
、
大
喜
（
た
い
き
）

さ
ん
３
歳
に
は
、
図
書
館
か
ら
記
念
の
認
定
証
、

図
書
カ
ー
ド
等
、
記
念
品
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
し
ま

し
た
。 

 

悠
さ
ん
、
大
喜
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
「
南
図
書

館
は
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。
4００
万
人
目
に
な

れ
て
う
れ
し
い
。
南
図
書
館
は
大
人
も
子
ど
も
も

楽
し
め
る
図
書
館
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
利
用

し
た
い
で
す
。」
と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

↑ 前列左から、中西悠さん、大喜さん 
お父さん 

   

 
６
月
11
日
（
日
）
に
、
南
図
書
館
で
「
第
11

回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
バ
ト
ラ
ー
は
、
小
学
生
を
含
む
全
部

で
８
人
。
聴
衆
は
約
50
人
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

ど
の
バ
ト
ラ
ー
も
お
勧
め
本
に
つ
い
て
、
熱

く
語
り
、
聴
衆
か
ら
も
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
４
人
ず
つ
、
２
ゲ 

ー
ム
を
行
い
、
今
回
は
３
冊 

が
チ
ャ
ン
プ
本
に
選
ば
れ
ま 

し
た
。 

 
 

第１１回 

ビブリオバトルを開催 

ビブリオバトルって何？ 

ビブリオバトルとは、バトラーがお

勧め本１冊について５分間のプレゼ

ンを行い、聴衆はバトラー全員のプレ

ゼンを聞いて、もっとも読みたくなっ

た本を多数決で決め、チャンプ本を選

定する書評バトルです。 

『君たちはどう生きるか』 吉野源三郎／著 ポプラ社 

『名門フライドチキン小学校』 田中成和／文 ポプラ社 

『コーヒーが冷めないうちに』 川口俊和／著 
サンマーク
出版 

 

今回のチャンプ本 

↑ ８人のバトラー 

南
図
書
館 

来
館
者
4００
万
人
達
成
！ 

 

南
図
書
館 

来
館
者
4００
万
人
達
成
！ 

 

南
図
書
館 

来
館
者
4００
万
人
達
成
！ 

 

南
図
書
館 

来
館
者
4００
万
人
達
成
！ 

 

南
図
書
館 

来
館
者
4００
万
人
達
成
！ 



            

 

                      

                                 
 

 

 

 

 

 

実際に図書館で質問を受けた 

事例を紹介するコーナーです。 

調
べ
方 

 

「
川
」
に
関
す
る
資
料
は
、「
290
地
理
」「
510
土
木
」
の
棚
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
よ
う

に
「
ど
こ
を
流
れ
て
い
る
か
」
な
ど
具
体
的
な
位
置
が
必
要
な
場
合
は
、
地
図
資
料
も
一

緒
に
調
べ
る
と
便
利
で
す
。 

 

宇
都
宮
に
関
す
る
調
査
な
の
で
、
地
域
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
「
K290
」「
K510
」
の
棚
も
探
し

ま
し
た
。 

 

回
答 

・『
宇
都
宮
市
河
川
図
』（
平
成
26
年
12
月
1
日
現
在
）
宇
都
宮
市
（
地
図
）（
K510
） 

 

一
枚
も
の
の
地
図
資
料
で
す
。
市
内
の
一
級
河
川
の
ほ
か
、
準
用
河
川
や
都
市
下
水
路

も
地
図
上
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
河
川
一
覧
表
が
あ
り
、
長
さ
や
河
川
指
定
年
月
日

な
ど
の
デ
ー
タ
も
充
実
し
て
い
ま
す
。 

・『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典 

9 

栃
木
県
』
角
川
書
店
1984
年
（
K290
） 

 

川
の
名
称
か
ら
地
理
的
・
歴
史
的
事
項
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  
一
部
の
川
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
詳
し
い
資
料
も
あ
り
ま
す
。 

・『
写
真
で
見
る
釜
川
の
歴
史
と
今
』
釜
川
改
修
２０
周
年
記
念
実
行
委
員
会
2012
年
（
K510
） 

・『
た
が
わ
』
石
川
純
雄
／
著
1996
年
（
K510
）
な
ど 

 

南
図
書
館
作
成 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 
 

本
と
あ
な
た
の
偶
然
の
出
会
い
を
応
援
し
ま
す
！ 

 
 
 

「
新
着
図
書
案
内
」 

  
 
 

 
 

図
書
館
に
は
毎
日
た
く
さ
ん
の
本
が
納
品
さ
れ
ま
す
。
そ
の
本
の
中
か

ら
、
職
員
が
「
こ
れ
ぞ
！
」
と
思
っ
た
本
の
帯
を
、
中
央
・
東
・
上
河
内
・

河
内
図
書
館
で
「
新
着
図
書
案
内
」
と
し
て
掲
示
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

図
書
館
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
き
、
事
前
に
「
あ

れ
を
借
り
よ
う
」
と
決
め
て
い
ま
す
か
。
図
書
館

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
人
た
ち
に
は
目
的
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
何
と
な
く
図
書
館
に
来

て
み
た
と
い
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 

そ
う
い
う
人
と
本
の
出
会
い
を
応
援
す
る
、
そ

れ
が
「
新
着
図
書
案
内
」
の
目
的
で
す
。 

↑中央図書館の入り口を入ると最初に 

目に入る「新着図書案内」 

○
ど
ん
な
本
を
選
ん
で
い
る
の
？ 

 

そ
れ
で
は
、
担
当
し
て
い
る
職
員
に
聞
い
て
み

ま
し
ょ
う
。 

Ｑ 

帯
は
ど
う
い
う
基
準
で
選
ん
で
い
ま
す

か
？ 

Ａ 

来
館
す
る
方
に
「
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
思
う
本
、
そ
し
て
自
分
で
も
読
ん
で
み
た

い
本
と
い
う
こ
と
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

Ｑ 

工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

Ａ 

本
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
帯
を
選
ぶ

と
き
に
は
、
色
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
る
よ
う
に

気
を
配
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

 

これが本の「帯」。 

その本の魅力が 

短いことばで表現 

されています。 

フ
ァ
イ
ル 

：
21 

 
  

 

宇
都
宮
の
川
に
つ
い
て
、
市

内
の
ど
こ
を
流
れ
て
い
る
か
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
さ
な
ど

を
知
り
た
い
。 

思
わ
ぬ
出
会
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
「
新
着

図
書
案
内
」、
来
館
の
際
は
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

  



                                    

                                    

                             

平成２６年度リサイクル市開催予定 

館報としょかん 第２１５号  

 

ホームページ  http://www.lib-utsunomiya.jp/  

（編集発行） 

中央図書館  明保野町７番５７号 〒320－0845 ℡028－636－0231 

東図書館  中今泉３丁目５番１号 〒321－0968 ℡028－638－5614 

南図書館  雀宮町５６番地１   〒321－0121 ℡028－653－7609 

上河内図書館  中里町１８２番地１ 〒321－0414 ℡028－674－1123 

河内図書館  中岡本町３３９７番地 〒329－1105 ℡028－673－6782 

 

◆
編
集
後
記 

 

お
か
げ
さ
ま
で
、
南
図
書
館
は
来
館

者
400
万
人
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
ん
で
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。
各
図
書
館
で
も
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

（
南
） 

し
せ
つ
め
ぐ
り 

第
３
回 
宇
都
宮
城
址
公
園
・
清
明
館 

 

宇都宮城址公園・清明館 

■所在地 〒320-0817 

宇都宮市本丸町１－１５ 

（宇都宮城址公園内） 

■連絡先 028-638-9390 

■休館日 年末年始 

■開館時間 

午前 9時～午後 7時 

■ホームページ 

http://www.city.utsunomiya.tochi

gi.jp/citypromotion/kanko/meisho

/jyiousi/1007275.html 

宇
都
宮
城
址
公
園
は
、
平
成
19
年
３
月
に
オ

ー
プ
ン
し
、
昨
年
度
は
約
38
万
人
が
来
園
し
ま

し
た
。
今
年
、
10
周
年
を
迎
え
、
公
園
内
に
あ

る
「
清
明
館
」
と
「
ま
ち
あ
る
き
情
報
館
」
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
清
明
館 
歴

史
展
示
室
」
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。 

■
職
員
か
ら
一
言 

貴
重
な
歴
史
的
資
料

を
実
際
に
見
た
り
、
体
験

し
た
り
し
な
が
ら
、
宇
都

宮
の
歴
史
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 

歴
史
展
示
室
は
、
時
代
の
流
れ
を
感
じ
な
が

ら
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
縄
文
時
代
か
ら

現
代
ま
で
、
時
代
順
に
展
示
物
が
並
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

入
口
に
は
、
根
古
谷
台
遺
跡
（
上
欠
町
）
か

ら
出
土
し
た
縄
文
時
代
の
『
耳
飾
』
が
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
日
本
を
代
表
す
る
大
変
貴
重
な
品
で

す
。 

 

さ
ら
に
、
笹
塚
古
墳
や
、
多
気
城
の
模
型
が

新
た
に
展
示
さ
れ
、
そ
の
当
時
の
様
子
が
わ
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
展
示
室
の
一
角
に
は
、
企
画
展
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
年
に
数
回
入
れ
替
え
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
は
宇
都
宮
空
襲
や
菊
水
祭
の

展
示
を
行
う
予
定
で
す
。 

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
縄
文
土
器
の
ジ
グ
ソ

ー
パ
ズ
ル
や
、
粘
土
に
縄
目
の
文
様
を
付
け
る

多
気
城
の
模
型
と 

↓ 

宇
都
宮
氏
の
家
系
図 

↑
体
験
コ
ー
ナ
ー 

↓ 

古
地
図 

体
験
な
ど
を
楽
し
み

な
が
ら
子
ど
も
達
が
、

歴
史
を
わ
か
り
や
す

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
展
示
を

見
な
が
ら
の
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
挑
戦
し

て
み
て
下
さ
い
。 

 

↑ 「まちあるき情報館」 

に展示されている 

火焔太鼓と桃太郎山車 

←国の重要文化財の 

「耳飾」 

清明館の外観 → 

 

歴史展示室 ↓ 


